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社長の挨拶
　今日の日本の経済は、 自民党安倍政権による “アベノミクス” によって回復傾向にあ

りますが、 これは一部の大企業の話であり、 中小零細企業まで恩恵を受けていないのが

現実であります。 こんな現状から消費税８％から１０％に上がるというこは消費がまた

冷え込み失速することになるでしょう。 ２０２０年東京でのオリンピック開催という好

材料が関連する建設業界も含めて景気が上向くことを期待します。

　弊社は、 昭和３７年の創業以来一貫して鉄骨建築業を営んで参りました。 お客様の高

い要望に応えられる様に新しいＣＡＤシステムを導入し、 積算から加工まで素早い対応

が出来ることを目指しています。

　今年度は、 昨年と同様に 『安全はすべてに優先する』 を第一に考え、 ５Ｓ活動も加えて

社員全員ゼロ災害を目標として、 安全な職場環境・社員の安全教育に力を尽くしていき

たいと考えております。

　これからもその信頼に応えられるよう、 関係業者の協力を仰ぎながら、 社員一丸とな

って精進していきたいと思います。 よろしくお願い致します。

　 　平成２６年１２月

株式会社　柏原鐵工所　　 　 　

代表取締役社長　柏原明包　
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認証・登録番号0004784

事業活動の概要

会社概要

事 業 所 名

代 表 者 名

株式会社　柏原鐵工所

代表取締役社長　柏原明包

住所 ・ 連絡先

〒425-0045　静岡県焼津市祢宜島124-2

電話

FAX

e-ma i l

web

054-624-5803

054-623-0046

i nfo@e-kash i wa.com

ht tp : / /e-kash i wa.com/

建 設 業 許 可

建築工事業 ・ 鋼構造物工事業

静岡県知事許可 （般－23）  第2124号

大臣認定 全構協Ｈグレード  認定番号 TFB  H－120255

事 業 内 容 一般建築鉄骨 ・ 鉄骨耐震ブレース ・ 鉄骨階段 ・ 鉄骨工事一式

事 業 の 規 模

従業員数

資本金

売上高

延べ床面積

30名 (平成26年10月 現在)

800万円

約10億8,700万円 (平成25年度 実績)

2,770.3㎡

主 要 取 引 先

（敬称略 50音順）

臼幸産業株式会社 株式会社 橋本組

木下建設工業株式会社 五光建設株式会社

近藤建設工業株式会社 清水建設株式会社

瀬戸建設株式会社 第一建設株式会社

東亜建設工業株式会社 東急建設株式会社

戸田建設株式会社 名工建設株式会社

山本建設株式会社

エコアクシ ョ

ン 2 1

認証 ・登録番号

認証 ・ 登録日

有効期間

0004784

平成22年3月29日

平成28年3月28日

環境管理責任者

実務担当者

連絡先

中島初江

中島重男

k.kaj i ya@ka. tnc.ne. jp
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※対象範囲 ： 全組織 ・ 全活動

環境管理における活動体制

代 表 者 柏 原 明 包

・ 環境活動の目標及び計画の承認

・ 環境活動全体の評価と見直し

・ 環境方針の策定及び改訂

・ 経営資源の準備

環境管理責任者 中 島 初 江

・環境活動の計画立案及び実施と経営者への報告

・ 環境活動の自己チェックの実施

・ 環境方針及び活動計画の見直し
連
絡
担
当
者

実 務 担 当 者 中 島 重 男

・ 管理責任者の補佐

・ 管理データの収集及び比較整理

・ 『環境活動レポート』 の作成
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環境方針

株式会社柏原鐵工所は、 建設事業を推進していくに当り、 地域

との関わりを大切にし、 環境に負担をかけないように配慮した、

ごみ削減及び再利用・再資源化また、 化学物質の低減 を最大限

に実現できるよう、 持続可能な循環型社会づくりを目指します。

活動指針

１
事業活動において、 省資源化 ・省エネルギーを推進し、 二酸化炭素排出量の削

減 ・ 水使用量の削減を目指す。

２
事業活動において、 現場で発生する産業廃棄物の排出削減を目指すとともに、 廃

棄物の収集 ・ 分別を徹底して行い、 再資源化できるようにする。

３ 有害化学物質の含有量が少ない塗料の推奨に努める。

４ 備品購入の際、 グリーン購入の推奨に努める。

５ ５Ｓ活動を徹底する

６
上記の活動を継続させるため、 数値目標を設定して行い、 査定 ・ 評価し、 日々

改善に努める。

７
事業活動において、 建築基準法及びその他の関係法令を遵守し、 環境保全に努

める。

８ 当社は上記活動を実施するに当り、 本方針を従業員全員に周知徹底します。

※平成25年10月改訂  ㈱柏原鐵工所 代表取締役 柏原明包
代表者

印
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活動目標
　弊社では、 平成21年度を環境活動元年とし、 当初はその前年である20年度を基

準年として活動してきました。

　しかし、 近年の社会状況の変化に伴い弊社としても変革を余儀なくされ外注に頼っ

ていたものを改め自社で製作することが多くなってきました。 そのため20年度を基

準としたデータとは比較出来なくなってきました。

　そこで基準年を平成22年度に変更することとし、 新たな基準値を設定しました。

仕事量を同等にしたうえで、 毎年マイナス１％を目標値とする。

【基準値 ・ 目標値の設定方法】

①各年度の受注物件及び物件数により、 目標値に対して実測値が大きく変動してしま

うので単純に比較できない。 そのため仕事量に直接関係のある鋼材の購入量を基準

とし、 その増減の割合を基準年の各データと同等にします。

年度 鋼材購入量 割合 基準値

平成22年度 3,077.8 ｔ 100.0 ％ 基準年の各データ

平成23年度 4,022.8 ｔ 130.7 ％
基準年のデータに30.7％増加した

数字が基準値となる

平成24年度 4,757.2 ｔ 154.6 ％
基準年のデータに54.6％増加した

数字が基準値となる

平成25年度 5,264.0 ｔ 171.0 ％
基準年のデータに71.0％増加した

数字が基準値となる

②上記表のとおり、 基準年を100％と考えると今年 （平成25年度） の鋼材購入量は

71.0%増加している。 よって基準年の各データの71.0%増の数値が仕事量同等数

値 （以下基準値という） となります。

基準年の各データの数値 × 171.0 ％ = 基準値

③上記計算を行うと各データ数値は基準年と同じ水準となり、 比較出来る “基準値”

となる。 その基準値から3％削減した数値が平成25年度の 《目標値》 となります。

基準年の各データの基準値 × 97.0 ％ = 目標値

④これによって、 平成25年度の各項目の 《目標値》 が出て 【実測値】 と比較出来る

ようになります。

　各年度の目標値は、 次項の表となります。
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平成22年度

（2010年）

平成２３年度

（2011年）

平成２4年度

（2012年）

平成２５年度

（2013）

平成

２6年度

（2014）

基準年
基準値 目標値 基準値 目標値 基準値 目標値 目標値

基準年　

　× 130.7%
基準値　

　 　× 99％
基準年　

　× 154.6%
基準値　

　 　× 98 ％
基準年　

　× 171.0%
基準値　

　 　× 97 ％
基準値　

　× 96％

電力使用量 (KWh) 228,283 298,366 295,382 352,852 345,795 390,364 378,653 － 4％

化石

燃料

ガソリン (L) 666.22 870.75 862.04 1,029.76 1,009.17 1,139.24 1,105.06 － 4％

軽油 (L) 4,432.94 5,793.85 5,735.91 6,851.89 6,714.85 7,580.33 7,352.92 － 4％

二酸化炭素
排出量

(kg－

CO2)
157,392.01 205,711 203,654 243,265 238,400 269,140 261,066 － 4％

コピー用紙
使用量

(ｔ) 1.00908 1.32 1.31 1.56 1.53 1.73 1.67 － 4％

産業廃棄物
排出量

(ｔ) 389.52 509.10 504.01 602.07 590.03 666.08 646.10 － 4％

水使用量 (ｍ3 ) 662 865 857 1,023 1,003 1,132 1,098 － 4％

有害化学物質
含有量

(ｔ) 1.56162 2.04 2.02 2.41 2.37 2.67 2.59 － 4％

グリーン購入 (件) － － 1件 － 2件 3件 4件

※平成26年度からの目標値はその年の鋼材購入量により変動します。

※購入電力のCO2排出係数　0.474kg-CO2/KWH

目標値について

　今までの目標値の出し方は、 その年度の仕事量によって大きく左右され単純に比較するのは難しい

と判断しました。

　この目標値の出し方は、 鋼材購入量の増減が仕事量に一番影響されると考え、 この増減の割合を他

の項目にも反映させて比較しようというものです。 この目標値の方が、 今までの目標値より正確に比

較出来るものと考えました。
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環境活動計画
取り組み事項 取り組み内容 （詳細）

二酸化炭素排出量削減

に関する取り組み

照明器具、 その他電化製品の不必要時の消灯 ・ 消電

空調設備の温度設定の徹底 (  夏26℃以上/冬22℃以下 )

クールビズ ・ ウォームビズによる服装での調節

照明器具 ・ 空調設備の定期的な清掃

計画的な輸送 ・ 運搬の実現

自動車のアイドリングストップの励行、 急発進 ・ 急加速の禁止

自動車内エアコンの温度設定の見直し

自動車の定期点検 ・ 整備の励行

一般及び産業廃棄物排

出量の削減に関する取

り組み

廃棄物を出さないために購入時の再検討

コピー用紙の両面使用 ・ 使用済み紙の両面使用

書類等の電子化推進

一般及び産業廃棄物の分別の徹底

3Ｒの徹底 Ｒeduce (ゴミ削減) Ｒeuse (再利用) Ｒecyc l e (再

資源化)

材料 ・ 消耗部品等、 無駄の無い使い方を周知徹底

材料在庫の管理、 機械設備の定期点検 ・ 整備の徹底

有害化学物質削減に関

する取り組み

顧客に対して有害物質の含有量が少ない、 または有害物質が含ま

れていない塗料を提案する

水道水削減の取り組み
節水に努める

止水の確認、 漏水検査

その他 環境活動の取り

組み

5Ｓの徹底 （整理 ・ 整頓 ・ 清潔 ・ 清掃 ・ 躾 ）

グリーン購入

防災訓練の実施

地域社会における緑化運動の推進
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今年度の目標 ・実績 ・評価
平成22年度

（2010年）

平成25年度

（2013年）

平成25年度

（2013年） 評
　
価

基準年
基準値 目標値 実測値

基準年× 171.0% 基準値× 97％ 前年度実測値

電力使用量 (KWh) 228,283 390,363.930 378,653.012 215,753
○

246,223

化石

燃料

ガソリン (L) 666.22 1,139.236 1,105.059 3,845.03
×

2,099.84

軽油 (L) 4,432.94 7,580.327 7,352.918 11,077.85
×

6,238.43

二酸化炭素排出量
(kg －

CO2)
157,392.01 269,140.337 261,066.127 190,175.187

○
168,568.90

コピー用紙使用量 (ｔ) 1.00908 1.726 1.674 0.718
○

1.051

産業廃棄物排出量 (ｔ) 389.52 666.079 646.097 172.559
○

146.65

水使用量 (ｍ3 ) 662 1,132.020 1,098.059 566
○

566

有害化学物質含有量 (ｔ) 1.56162 2.670 2.590 0.807
○

1.226

グリーン購入 (件) － － 3件 3件
△

2件

※購入電力のCO2排出係数　0.474kg-CO2/KWH

※平成24年度中に車両を買い換えました。

商用車バン （ディゼル車） 　⇒　商用車バン （ガソリン車）

２ｔ トラック （ディゼル車） 　⇒　１０ｔ トラック （ディゼル車）

評価としては ・・・

　この評価を観ると、 良い結果になったと言えるでしょう。 仕事量が171％も増えたことを考えれ

ば、 “大幅な削減になった” と考えてよいでしょう。

　個別に観ていくと、 電力使用量 ・ コピー用紙使用量 ・産業廃棄物排出量 ・水使用量は平成２２年度

の基準年より減少しているということは驚きである。 電力は工場内・屋外の電球を “LED” に換えて

いるからだと思われるが他の要点もあると思われる。 コピー用紙が1ｔより減ったことに関しては紙

のやり取りではなく、 電子データでのやり取りが増加したことがこの結果になったと思われる。 産業

廃棄物排出量は主に鋼材で今年度工場内の一斉清掃で昨年度の約147ｔから約173ｔ と増加している

にも係わらず基準年の約390ｔに及ばないということは、 如何に基準年が多かったかということが窺

える。 塗料に含まれる有害化学物質は目標値は2.6ｔなのに対して実測値が0.8ｔ と 1ｔを下回りまし

た。 これは、 『お客様に対して有害化学物質を含まない塗料の推奨』 が浸透しているものと思われま

す。 ガソリンと軽油の使用量に関しては、 平成24年度中に基準年の時より自動車の入れ替えを行っ

ているので比較するのには無理があると思いますが、 昨年と比べてもガソリンは約2,100㍑から 3,

845㍑、 軽油は約6,238㍑から 11,078㍑と大幅に増えています。 運送会社の運転手不足により外

注先との運搬を自社トラックで行っていることも影響していると考えますが、 輸送方法とかエコドラ

イブの更なる推奨をしなければならないと思います。

　グリーン購入は、 LED電球を購入・古紙の含有量の多いコピー紙を購入・印刷機のトナーやインク

のリサイクル品の購入など環境に負担をかけない製品を積極的に購入しています。
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 この活動も５年目に入り、 節電とかエコドライブ運転 ・ 5S活動 ・有害化学物質の含んだ塗料の使用

削減など浸透してきています。 これらの活動は更に前に進めていきたいと思います。 従業員への啓も

う活動も随時行い、 変わったことがあれば解り易くして食堂・事務所等に掲示してお知らせしています。

　今年度は、 仕事の流れを考え工場内の機械の配置を変えて人及び物が効率よく移動できるようにし

ました。 それに伴って工場内にあった何年も放置された鋼材・板材を片付け、 廃棄物業者に回収を依頼

しています。 これによって搬入搬出作業が迅速且つ安全に行えるようになりました。

　今年度より古くなった安全帽 （ヘルメット） をリサイクル施設に持っていくこ

とにしました。 今までは産廃ゴミになっていたと思いますが、 多少の金額は掛

かりますがリサイクルされるということは良いことです。 一年間にどれくら

い出るのか分りませんが続けたいと思います。

工場北側入り口

工場南側入り口

▲北側にあった画面右側の機械を南側に持ってい

ったので C鋼や□鋼が無くなり広々 とし ト ラッ

クの出入り ・ 荷降しが楽になった （右写真 ▼）

▲何年も使わないサビた板材を片付けてその場所

に北側にあった機械を設置して仕事の効率が上

がるようにした （右写真 ▼）

その他の環境活動
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　また、 今年は弊社が委託している産業廃棄物処理業者の中間処分場の見学をしてきました。 場所は

新東名高速藤枝岡部ＩＣの近くで周りに人家があり、 交通の便も良かったです。 敷地内に鉄骨の壁のな

い小屋が建っていてその中に色々な処理物が入っている箱がいくつも並んでおり、 トラックやフォー

クリフトが忙しく動いていました。

 今年度の重要項目に掲げている安全教育を実践するため、 当社従業員や外注業者も同席して講習を

行いました。

　物件の工程から作業手順の確認。ｸﾚｰﾝや切削機・溶接機などの操作手順、 周囲に声掛け確認等、 初心

に帰って事故になる原因を無くすように全員が心掛けてほしいです。 全員に共通認識を持ってもらう

ように工場内に掲示物を貼り、 注意喚起しました。
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今年度の活動評価
取り組み事項 取り組み内容 （詳細） 評価 次年度

二酸化炭素排出量削減

に関する取り組み

照明器具、 その他電化製品の不必要時の消灯 ・ 消電 ○ 継続

空調設備の温度設定の徹底 (  夏26℃以上/冬22℃

以下 )
△ 継続

クールビズ ・ ウォームビズによる服装での調節 ○ 継続

照明器具 ・ 空調設備の定期的な清掃 △ 継続

計画的な輸送 ・ 運搬の実現 ○ 継続

自動車のアイドリングストップの励行、 急発進・急加

速の禁止
○ 継続

自動車内エアコンの温度設定の見直し ○ 継続

自動車の定期点検 ・ 整備の励行 ○ 継続

一般及び産業廃棄物排

出量の削減に関する取

り組み

廃棄物を出さないために購入時の再検討 × 継続

コピー用紙の両面使用 ・ 使用済み紙の両面使用 ○ 継続

書類等の電子化推進 ○ 継続

一般及び産業廃棄物の分別の徹底 ○ 継続

3Ｒの徹底 Ｒeduce (ゴミ削減) Ｒeuse (再利用)

Ｒecyc l e (再資源化)
○ 継続

材料 ・ 消耗部品等、 無駄の無い使い方を周知徹底 △ 継続

材料在庫の管理、 機械設備の定期点検 ・ 整備の徹底 △ 継続

有害化学物質削減に関

する取り組み

顧客に対して有害物質の含有量が少ない、 または有害

物質が含まれていない塗料を提案する
○ 継続

水道水削減の取り組み
節水に努める ○ 継続

止水の確認、 漏水検査 ○ 継続

その他 環境活動の取り

組み

5Ｓの徹底 （整理 ・ 整頓 ・ 清潔 ・ 清掃 ・ 躾 ） △ 継続

グリーン購入 ○ 継続

防災訓練の実施 × 継続

地域社会における緑化運動の推進 × 見直し
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該当環境関連法規、 訴訟の有無
法律名 該当する要求 該当整備 ・ 項目 届け出先・報告先 評価項目

評
価

建築基準法

・ 建築基準の遵守

・ 建築工事業の許可

・ 設計 ・ 施工

・ 工事業

・ 工場

静岡県

国土交通省
○

許可期限 ○

認定期限 ○

廃棄物処理法

《一般廃棄物》

・ 一般廃棄物収集

業者許可確認

・ 紙くず

・ 木くず

その他

なし

許可業者 ○

《産業廃棄物》

・ 産業廃棄物委託業者と

の契約

・ 処理基準の遵守

・ 保管基準の遵守

60cm×60cm以上の表示

飛散、 浸透防止、 衛生管理

マニフェストの集計、 報告

・ 廃油

・ 汚泥

・ 廃ブラ

マニフェス トの

期限内返却ない

場合

・・・ 知事へ報告

前年度の交付状

況

・・・ 知事へ報告

契約書

許可書
○

マニフェスト

管理
○

静岡県産業廃棄物

の適正な処理に関

する条例

・ 管理責任者の設置

・ 処理の委託先の実地確

認とその記録の保存

・ 廃油

・ 汚泥

・ 廃ブラ

その他

不適正な処理が

行われた場合

・・・ 知事へ報告 委託業者 ○

騒音規制法

・ 特定施設への届け出

・ 規制基準の遵守

・ コンプレッサー

・ 油圧機

・ 切断機

焼津市 新設 ・ 変更 ○

基準の遵守 ○

振動規制法

・ 特定施設への届け出

・ 規制基準の遵守

・ コンプレッサー

・ 油圧機

・ 切断機

焼津市 新設 ・ 変更 ○

基準の遵守 ○

浄化槽法

・ 浄化槽の設置

・ 変更の届け出

・ 法定点検

・ 分離式

バッキ方式

２０人

新設 ・ 変更の場

合

・知事へ届け出

新設 ・ 変更 ○

点検

１回／３ヶ月
○

消防法
・ 指定可燃物の届け出

（指定数量の1/5以上）

・ 塗料

2,000kg

焼津消防署
新規 ・ 変更 ○

高圧ガス保安法

・ アセチレンガス

0.2 メガパスカル以上

・ 酸素ガス

1 メガパスカル以上江

・ 液化炭酸ガス

・ アセチレンガ

ス

・知事へ届け出
許可期限 ○

保安基準 ○

建設リサイクル法
・ 建設副産物

鉄、 コンクリート 他

・ 対象建設工事

・ 解体建設工事

・・・ 知事へ報告 マニフェスト

管理
○

PRTR法
・ 有害化学物質管理 ・ キシレン、 ト

ルエン、 鉛

静岡県省庁
適用業種外 －

遵守評価日 : 平成 26年11月25日

過去3年間、 当事業所における業務上関係のある法令及び条例違反、 地域住民利害関係者からの訴訟

及び苦情はありません。
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地震、 火災等による緊急時対応マニュアル
1. 適用範囲 鉄工場敷地内 （ 工場 、 事務所 、 資材置き場  他 ）

2. 目的 予防処置、 発生時の処置を定め、 汚染拡大を防止する。

3. 予防措置 ①工場内及び作業中は “禁煙” とする。 （休憩時間に指定場所でのみ喫煙）

②指定場所には消火器を設置し、 法定点検を厳守する。

③工場内等で火気を使用する場合は周りを片付け、 燃えやすい物がない

か安全を確かめてから実施すること。

④重量物を保管する場合はあまり高く積み上げない事。

やむを得ず積み上げるときは、 荷崩れしないような対策を講じておく

事。

⑤５Ｓ （整理 ・ 整頓 ・ 清掃 ・ 清潔 ・ 躾） の徹底。

4. 緊急時の対応 地震、 火災等が発生した場合、 人命を第一に行動すること。

①緊急時、 人が倒れていた場合は安全な場所まで移動させる。

②意識の有無を確認。 無かった場合は声をかける、 肩をたたく等の刺激

を与えて、 反応を確認 （体をゆすったり、 動かしたりしない)。

③大声で周りの人に応援要請し、 消防に通報、 気道の確保、 人工呼吸を

行う。

④外出血、 特に大出血を認めた場合は直ちに止血の処置を行う。

（地震 ・ 火災）

《地震の場合》 ①激震等の緊急事態が発生したら、 安全な場所への一次避難を実施する。

②地震がおさまったら主電源を切ること。 二次避難の実施。

③安全なことを確認の後、 保管品の状態確認。

④保管品の飛散状態を確認し、 液体物での漏れ等で水質や土壌汚染が考

えられる場合は大声で周りの人に応援要請する。

⑤液体物での漏れ等が確認されれば、 直ちにウエス等で周囲を囲い、 流

失拡大の防止に努める。

⑥安全管理責任者に報告し、 その後の処置を仰ぐ。

⑦津波警報が発令された場合は、 大事なものだけをもち、 4階現寸場へ

全員避難する。

《火災の場合》 ①火災等の緊急事態が発生したら大声で周りの人に通報。 その後構内放

送で応援要請する。 危険と判断したら即座に非難する。

②応援要請を受けたものは直ちに消防へ連絡し、 消火活動にあたる。

③対応不可能と判断した場合は、 直ちに消防へ連絡し、 消火活動を続行

する。 危険と感じたら即座に避難を開始する。

④消防管理者に報告し、 その後の処置を仰ぐ。

5. 緊急連絡網 緊急時の緊急連絡網は別紙あり
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代表者による評価
　現在の日本は東日本大震災の影響で運転可能な原子力発電49基のうち関西電力の

大飯原発の2基が運転中で他の47基は運転停止及び定期点検中ということで、 総電

力に占める原発の割合は震災前の30%強から約2%程度となり、 逆に増えたのが石油

等 ・ LNG （液化天然ガス） ・ 石炭の火力発電が6割から9割に上昇し、 残りは水力発

電ですがこれはあまり変化なし、 という事になっています。 石油と LNGの輸入量が

増えてコストが上がり電力料金にも跳ね返ってきます。 これは企業にとっても地球の

環境にとっても重要な問題ですが、 だからと言って原発再稼働賛成とは素直にいきま

せん。 震災による事故によって原子炉の廃炉・放射能に汚染された土地の除染とかそ

こから出るゴミの処理等長い時間と費用が掛かり原発の安全神話が崩れました。 また

放射能汚染によって甚大な被害 ・ 苦痛を地域住民に与えています。

　これからは地球にやさしい自然 （再生可能な） エネルギーの開発に力を注いでほし

いです。 地球には太陽光発電・風力発電・地熱発電・波や海流の力を利用した発電 ・

バイオマス発電等まだまだ利用できる自然があります。

　弊社でも工場の屋根に太陽光発電パネルの設置を考えましたが予算が合わず断念し

ました。 もう少し低予算で発電効率のよいパネルが開発されることを願っています。

 今年度は8頁の表のように9項目中6項目が目標値を下回っており、 その中で3項

目が前年度実測値より減少している。 仕事量が171％増加したことを考慮すれば “良

い結果になった” と言えるでしょう。 達成できなかったガソリン ・軽油も輸送方法と

かエコドライブ運転を実施してクリア出来るよう努力してまいります。 グリーン購入

も前年より1件増えましたが他に何かできるものがあるのではないかと思います。 こ

れは次年度の課題として考えていきます。

　その他の活動評価についても防災訓練や緑化運動の推進に会社として時間ゃ予算を

割いていかなければならないと考えます。

　次年度に向けて目標値を下回るように更なる努力・協力を従業員にお願いし、 協力

会社様にも同様な対応をして頂くように、 会社一丸となって持続可能な循環型社会の

構築を目指していこうと思います。

　これからもよろし くお願い致します。

　 　平成26年12月

株式会社　柏原鐵工所　 　 　 　

代表取締役社長　柏原明包　
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最後に建設現場の様子を 2 コマ紹介します。

▲某津波避難施設 ▲某物流倉庫

来年度に向けて
　今年度、 弊社は昨年よりも忙しくなり鋼材購入量が基準年の購入量に比べて71％

も増えたことにより目標値が増大しクリヤーし易くなったかもしれませんが、 基準年

の数値よりも下がっている項目もあるので活動の成果は出ているものと思います。

　基準年に比べて 3年連続で鋼材購入が増えているということは喜ばしいことです。

来年度も増えることを願っています。 クリアできなかったガソリン・軽油については

車両の入れ替えを行っているので正確な比較はできませんが、 前年より大幅に増えて

います。 このことに関しては仕事量が71％も増えているので仕方ないのかもしれま

せんが、 効率のよい運搬計画を立てることが重要であり、 運転者にはエコドライブの

更なる徹底が必要と考えます。 有害物質排出量は法令によって有害物質を含んだ塗料

が使用禁止になるので更なる減少になると思います。 紙使用量も電子データの利用で

減らしていければと思います。 会社側にも節電・高効率の機械設備の購入を推奨した

り、 地域の防災活動に協力したり、 国・県等の助成金の事も調べ、 今まで行っている

活動を継続して、 他に何ができるかを考えていきたいと思います。

　来年度の目標値は4％の削減となります。 更に厳しくなりますが目標値を達成でき

るよう努力します。

 何か疑問・質問・意見等ありましたら担当者まで申し出てください。 来年度に活か

せるようにしたいと思います。

　ご一読頂きありがとうございました。

ea21  担当者より　


